
下
村
孝

明
治
期
の
日
本
の
私
学
の
多
く
が
法
律
学
校
と
し

て
始
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
英
学
校
、
実
は
神
学
校

と
し
て
発
足
し
た
と
こ
ろ
に
黒
社
の
特
色
が
あ
る

そ
れ
だ
け
で
は
他
に
も
例
が
あ
ろ
う
。
最
も
ユ

が
、

ニ
ー
ク
な
の
は
、
創
立
早
々
に
し
て
理
科
学
校
を
お

こ
し
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
よ
る
科
学
教
育
を
目
指

し
九
と
こ
ろ
に
あ
る
。
百
年
の
歴
史
の
一
五
年
目
で

あ
る
か
ら
、
創
立
早
々
と
い
っ
て
ょ
い
で
あ
ろ
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
ヒ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
科
学
覇

び
つ
き
は
、
一
七
出
紀
以
来
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン

の
伝
統
で
あ
る
。
烹
の
一
 
0
年
を
ニ
ユ
ー
・
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
で
過
ご
し
九
新
島
襄
が
、
こ
の
伝
統
を
身

リ
ス
理
科
学
校
と
化
学
工
業
に
お
け
る
創
業
1

郎
先

に
つ
け
て
い
た
こ
と
は
不
思
雫
な
い
。
新
島
の
理

学
士
取
得
の
事
嫉
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
霜

田
洋
一
氏
の
『
新
島
襄
』
は
、
新
島
が
ア
ー
モ
ス
ト
の
同
期
卒

業
生
中
、
北
だ
一
人
の
理
学
士
で
あ
っ
北
と
い
う
興
味
あ
る
指

摘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
新

島
の
志
向
・
学
力
よ
り
も
、
む
し
ろ
ア
ー
モ
ス
ト
が
ど
の
よ
う

な
学
校
で
あ
う
た
か
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
J
 
一
八
七
0

年
(
明
治
三
年
)
と
い
う
時
点
で
は
、
日
本
に
は
ま
だ

埋
学
士
は
存
花
せ
ず
、
ま
た
新
興
の
故
国
へ
の
科
学

技
愆
叉
が
つ
ね
に
新
島
の
念
頭
に
あ
っ
九
の
鞭

か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
新
島
は
、
同
志
誌
一
回
卒
業
生
、
下
村
孝

島

尾
永
康

太
郎
の
中
に
科
学
幕
の
芽
を
見
出
す
こ
と
に
な

る
0
 
か
れ
は
(
こ
れ
も
和
田
氏
の
表
現
を
借
り
れ
ぱ
、
同
志

社
に
と
っ
て
貴
重
な
輸
血
と
も
い
う
べ
き
)
槌
木
バ
ン
ド

の
一
人
で
あ
っ
た
。
下
村
の
沈
に
キ
リ
ス
ト
教
と
科

学
の
火
を
点
じ
九
の
は
同
志
社
で
は
な
く
て
、
態
本

洋
〕
袈
の
ジ
エ
ー
ン
ズ
だ
っ
た
。
そ
れ
は
藩
主
細
川

侯
の
創
立
に
か
か
る
一
種
の
エ
リ
ー
ト
養
成
機
関
だ

つ
た
。
九
^
^
^
の
^
^
に
^
山
う
、
^
く
一
^
^
^
」
^
て

て
一
季
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
学
生

が
深
加
を
読
ん
で
い
る
の
を
み
る
と
、
そ
れ
を
奪

恐
に
キ
リ
ス
ト
教
を
鼓
吹
し
た
と
い
う
。
学

)
、

し生
に
と
っ
薪
し
い
価
値
観
に
と
び
こ
む
に
は
勇
猛

4
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心
を
要
し
九
で
あ
ろ
う
。
新
島
と
下
村
に
は
益
の

封
雜
会
的
背
景
と
、
共
通
の
体
験
・
志
向
が
あ
っ

六
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
三
歳
か
ら
三
年
問
の

4

キ

磯

.

.

熊
本
洋
学
校
で
の
キ
活
が
、
下
村
の
人
惰
形
成
に
大

き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
ち
な
み
に
ジ
エ

ー
ン
ズ
は
の
ち
に
三
高
の
教
師
と
な
る
。

同
志
社
で
の
三
年
間
に
、
か
れ
の
興
味
は
神
学
か

ら
哲
学
へ
と
移
行
す
る
0
 
カ
ン
ト
、
ロ
ッ
ク
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
、
ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
、
い
ず
れ
も
英
雫
接

す
る
。
し
か
し
、
結
局
は
自
分
の
興
味
の
中
心
は
自

然
科
学
だ
と
自
覚
す
る
。
岸
和
田
、
熊
本
な
ど
で
英

語
を
教
え
九
の
ち
、
三
歳
か
ら
四
年
間
、
伺
志
社

英
学
校
で
物
理
、
化
学
、
数
学
な
ど
を
教
え
る
。
明

治
一
八
年
の
礼
拝
堂
建
設
に
際
し
て
は
、
下
村
孝
太

郎
が
工
事
監
督
を
し
た
と
『
同
志
社
九
十
年
小
史
』

は
伝
え
て
い
る
。
そ
の
後
マ
サ
チ
ユ
セ
ッ
ツ
州
ウ
ー

ス
タ
ー
の
工
科
大
学
で
四
年
間
化
学
を
学
び
、
さ
ら

に
ジ
,
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
の
大
学
院
に
転
じ
て
有

機
化
学
の
レ
ム
ゼ
ン
教
授
の
指
導
を
う
け
る
。
ジ
,

ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
は
、
ア
メ
リ
カ
最
初
の
ド
イ
ツ
風

の
学
問
の
府
と
し
て
の
大
学
で
、
下
村
の
入
学
の
一

年
前
に
開
学
し
た
ぱ
か
り
。
レ
ム
ゼ
ン
は
ド
イ
ツ

で
り
ー
ビ
ッ
ヒ
と
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
に
師
事
し
た
有
機
化

学
者
で
、
サ
ッ
カ
リ
ン
の
合
成
者
、
ア
メ
リ
カ
化
学

会
誌
の
創
刊
者
で
も
あ
る
。
ジ
,
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン

ズ
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
に
若
き
下
村
の
気
概
が
う
か
が

え
る
が
、
一
年
足
ら
ず
で
去
っ
九
の
は
惜
し
い
。
し

M

ハ
リ
ス
理
科
学
校
開
校
式
品
念
(
明
治
二
十
四
年
四
月
七
旦

前
列
右
よ
り
七
人
目
、
下
村
孝
太
郎
、
八
人
貝
小
崎
弘
道

後
列
右
よ
り
四
人
貝
中
瀬
古
六
郎
、
在
よ
り
二
人
目
、
鈴

木
達
治

か
し
そ
れ
は
ハ
リ
ス
の
需
川
に
か
か
る
理
科
学
校
を

同
志
社
に
設
立
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

新
島
は
下
村
に
並
々
な
ら
ぬ
朔
待
を
か
け
、
そ
の

留
守
宅
に
も
気
を
配
っ
て
い
六
が
、
い
よ
い
よ
下
村

が
帰
朝
す
る
と
、
明
治
二
二
年
一
 
0
月
に
、
次
の
よ

う
な
辞
令
を
与
え
た
。
「
碁
貴
殿
今
般
無
恙
御
加

航
相
成
尚
旧
二
依
我
同
志
社
之
為
二
御
尽
力
可
被
下

候
我
等
一
鼎
欣
満
足
之
至
二
不
堪
処
二
御
座
候
サ

テ
△
,
同
改
テ
同
志
社
ハ
ル
リ
ス
理
学
部
教
授
之
名
儀

ヲ
以
テ
貴
殿
ヲ
奉
鵬
年
給
八
四
拾
円
ヲ
呈
シ
打
来

之
御
尽
カ
ヲ
切
望
伎
問
此
段
御
承
引
被
下
度
候
山

敬
白
」こ

れ
は
当
時
と
し
て
は
相
当
な
高
給
だ
っ
た
で
あ

ろ
う
が
、
翌
.
年
八
"
、
東
大
出
身
の
山
寺
六
合
麿

を
、
陶
磁
器
科
教
授
と
し
て
招
明
し
た
と
き
に
も
詞

額
を
出
し
て
い
る
。
哩
学
部
と
い
う
現
代
的
な
呼
称

が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時
唯
一
の
大
学
だ
っ
た
東

大
の
理
学
部
に
相
当
す
る
も
の
は
、
理
科
大
学
と
称

し
て
い
九
。
し
九
が
っ
て
理
学
部
と
い
う
呼
称
は
、
サ

イ
エ
ン
ス
・
デ
。
ハ
ー
ト
メ
ン
ト
の
訳
語
と
し
て
新
島

が
任
意
に
使
っ
九
の
で
あ
ろ
う
。
新
島
が
ハ
リ
ス
理

科
学
校
に
よ
っ
て
張
り
合
お
う
と
し
九
の
は
、
東
一
示

の
理
科
大
学
で
は
な
く
て
、
明
治
二
二
年
八
月
、
大

阪
か
ら
京
都
へ
、
し
か
も
目
と
鼻
の
先
の
吉
田
へ
移

5



転
し
て
き
た
第
三
高
等
中
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
そ
の
前
年
の
八
月
、
ま
だ
在
米
中
の
下

村
宛
に
、
新
島
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
の
で
あ

る
「
小
生
は
我
が
校
に
お
い
て
サ
イ
エ
ン
ス
の
振

わ
ざ
る
を
痛
嘆
し
候
間
、
貴
兄
に
し
て
充
分
御
用
意

あ
り
、
そ
の
方
を
負
担
し
賜
わ
ば
、
必
ら
ず
我
が
校

の
西
目
を
一
新
す
る
に
至
ら
ん
。
願
は
く
ば
、
今
の

本
校
を
し
て
充
分
カ
レ
ッ
ジ
の
位
置
に
進
め
度
く
、

政
府
の
高
等
中
学
校
に
も
一
歩
も
譲
ら
ざ
る
様
に
致

し
度
く
候
」

そ
の
政
府
の
第
三
高
等
中
学
校
は
、
明
治
二
三
年

現
在
で
、
岡
山
に
医
学
部
を
も
ち
、
京
都
に
法
学
部

を
新
設
す
る
と
い
う
異
例
の
高
等
中
学
校
で
、
七
年

後
に
生
ま
れ
る
京
都
大
学
を
す
で
に
孕
ん
で
い
九
形

で
あ
っ
九
が
、
そ
の
京
都
へ
の
移
転
賀
二
<
万
円
の

中
、
京
都
府
が
い
わ
ぱ
誘
致
費
と
し
て
一
0
万
円
を

拠
出
し
九
。
こ
の
う
ち
、
建
築
賓
と
し
て
ご
一
万
円

が
使
わ
れ
た
。
吉
田
の
赤
レ
ン
ガ
に
比
べ
て
、
-
 
0

万
弗
の
寄
附
に
な
る
と
い
う
ハ
リ
ス
理
科
学
校
の
小

さ
い
の
が
か
ね
て
か
ら
不
審
に
思
っ
て
い
た
が
、
こ

の
疑
問
は
ハ
リ
ス
の
寄
附
書
簡
(
朋
治
二
三
年
一
月
九

日
)
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
け
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
一
0
万
弗
の
う
ち
、
地
所
建
物
お
よ
ぴ
器
械
倫

と
し
て
二
万
五
千
弗
、
維
持
費
と
し
て
五
万
弗
、
他

に
二
万
五
千
弗
を
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
監
督
下

に
在
米
投
資
を
お
こ
な
い
、
必
要
に
応
じ
て
理
科
学

校
の
経
費
と
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
な
ら
納

得
の
ゆ
く
大
き
さ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
三
高
医
学
部

に
.
展
し
た
つ
い
で
に
い
え
ば
、
同
志
社
に
も
明
治

一
九
年
に
始
ま
る
同
志
社
病
院
と
急
婦
学
校
が
あ

り
、
こ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
て
同
志
社
医
学
校
と
す
る

こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

ハ
リ
ス
理
科
学
校
の
建
物
は
、
明
治
二
二
年
三

月
一
五
日
に
定
礎
、
一
耆
一
年
三
月
二
五
日
詫
上
棟
し

た
が
、
新
島
は
そ
の
竣
工
を
見
る
こ
と
な
く
、
一
月

二
三
日
に
、
保
養
先
の
大
磯
で
長
逝
し
た
。
そ
の
直

前
の
一
月
一
0
日
、
新
島
は
京
都
府
知
事
、
北
坦
国

壮
年
時
代
の
下
村
孝
太
郎

(
明
治
三
0
年
ブ
リ
ユ
ッ
セ
ル
に
て
撮
影
)

道
宛
に
下
村
孝
太
郎
を
紹
介
し
て
次
の
よ
う
に
か
い

「
一
応
閣
下
二
拝
眉
ヲ
願
ヒ
直
接
京
都
二
利
益
ヲ

与
へ
候
学
科
等
二
関
シ
閣
下
之
御
意
見
ヲ
拝
聞
仕
度

候
(
中
堕
尚
下
村
氏
之
応
用
化
学
ト
シ
テ
設
立
仕
度

学
科
ハ
染
工
科
陶
器
科
冶
金
術
等
二
有
之
候
得
共
米

ダ
確
定
不
仕
候
学
科
設
置
仕
候
二
付
閣
下
ニ
ハ
御
配

意
被
下
置
諸
事
御
引
立
被
下
候
奉
願
上
候
」

翌
二
四
年
、
下
村
は
北
垣
の
長
女
と
結
婚
す
る
こ

と
に
な
る
。
ち
な
み
に
次
女
の
配
偶
者
と
な
っ
九
の

明
治
二
三
年
竣
工
の
琵
琶
湖
疎
水
の
詳
と
指

が
、

導
で
知
ら
れ
る
田
辺
朔
郎
で
あ
る
。

明
治
二
二
年
八
月
二
日
に
は
、
下
村
孝
太
郎
の
名

に
お
い
て
、
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
設
立
ノ
趣

旨
と
題
す
る
約
三
0
0
字
の
文
卓
が
印
刷
さ

れ
た
0
 
(
こ
こ
で
は
理
化
字
校
と
い
う
文
字
が
使
わ
れ
、
理

化
学
校
議
事
録
中
に
も
こ
れ
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
後
に
変
わ

つ
た
ら
し
く
、
朋
治
二
八
年
の
「
同
志
社
各
学
校
入
学
心
得
」

に
は
理
科
学
校
と
な
っ
て
い
ろ
J
そ
の
終
り
の
部
分
を
引

用
し
て
、
下
村
の
抱
負
と
技
術
観
を
う
か
が
っ
て
み

よ
、
つ
0

「
我
国
ハ
早
晩
工
業
ヲ
盛
ニ
セ
ザ
レ
バ
其
隆
盛
期

ス
可
カ
ラ
ズ
是
ヲ
思
へ
バ
技
師
ヲ
続
々
世
二
出
ス
事

甚
ダ
必
要
ナ
リ
而
シ
テ
此
ノ
技
師
タ
ル
ヤ
技
倆
ヲ
要

6
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ス
ル
固
ヨ
リ
明
カ
ナ
リ
ト
難
モ
其
道
徳
亦
欠
ク
可
力

ラ
ズ
殊
二
当
時
百
般
創
業
ノ
時
代
ナ
レ
バ
道
徳
ヲ
重

ズ
ベ
キ
ハ
勿
論
ナ
リ
資
本
家
ヨ
リ
托
セ
ラ
レ
タ
ル
以

上
ハ
正
直
二
己
ノ
技
倆
ヲ
施
ス
ハ
実
二
其
事
業
ノ
成

否
二
関
ス
ル
一
条
ナ
リ
技
師
タ
ル
者
必
ズ
シ
モ
一
匹

ノ
動
物
ノ
ミ
ト
云
フ
可
カ
ラ
ズ
必
ズ
シ
モ
一
個
ノ
器

械
卜
見
做
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
智
カ
ア
リ
テ
事
物
ヲ
新

二
研
究
シ
手
能
ア
リ
テ
技
術
ヲ
謬
ラ
ズ
道
徳
ア
リ
テ

不
正
ヲ
致
サ
ザ
ル
信
用
ア
ル
技
師
コ
ソ
是
レ
現
今
日

本
国
ノ
必
要
ナ
レ

命
芭
往
年
故
社
長
新
島
氏
同
志
社
大
学
設
立
ノ

趣
旨
ヲ
世
二
公
ケ
ニ
シ
大
二
天
下
人
士
ノ
賛
助
ヲ
求

メ
タ
リ
然
ル
ニ
米
国
義
侠
ノ
一
紳
士
ハ
リ
ス
氏
之
ヲ

聞
キ
本
社
ノ
為
メ
米
金
拾
万
弗
ヲ
寄
附
シ
理
化
学
校

ヲ
設
立
ス
昔
時
英
国
ス
ミ
ソ
ン
氏
五
拾
万
弗
ノ
金
ヲ

米
国
に
寄
附
シ
テ
博
物
館
ヲ
設
ケ
米
国
ノ
ト
ム
プ
ソ

ン
氏
英
国
二
至
り
テ
王
家
理
学
院
ヲ
立
テ
タ
リ
而
シ

テ
米
国
ノ
ハ
リ
ス
氏
日
本
ニ
ハ
リ
ス
理
化
学
校
ヲ
創

立
ス
共
二
天
下
ノ
美
談
ト
ス
ベ
シ
夫
レ
理
学
ハ
一
国

ノ
理
学
ニ
ア
ラ
ズ
真
理
ハ
宇
宙
ノ
真
理
ナ
リ
(
中
略
)

道
徳
主
義
ノ
教
育
盛
ナ
ル
モ
技
倆
ナ
キ
時
ハ
実
用
少

シ
技
倆
主
義
ノ
教
育
完
全
ナ
ル
モ
道
徳
ナ
キ
ト
キ
ハ

其
用
不
正
二
陥
ル
ハ
リ
ス
氏
拾
万
弗
ヲ
日
本
国
二
寄

附
セ
ン
ト
欲
シ
テ
殊
二
其
督
教
ノ
精
神
ヲ
基
ト
シ
タ

ル
同
志
社
二
寄
送
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
即
チ
此
辺
ノ
理
ヲ

重
ジ
タ
ル
所
以
ナ
リ
」

明
治
二
三
年
九
月
二
六
日
、
入
学
志
願
者
三
八
名

中
三
三
名
を
許
可
し
、
九
月
二
九
日
に
授
業
を
開
始

し
た
。
し
か
し
こ
の
理
科
学
校
は
、
惜
し
く
も
七
年

後
に
は
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ハ
リ
ス
理
科
学
校
始
末
に
関
し
て
、
下
村
は
次
の

よ
う
な
手
記
を
の
こ
し
て
い
る
。

波
理
須
理
科
学
校

「

一
、
寄
附
金
額
米
金
貨
拾
万
弗
、
寄
附
者
米
国
コ

ツ
、
ネ
チ
コ
ッ
ト
^
、
ロ
ン
ド
ン
^
^
^
ヂ
ェ

エ
ヌ
・
ハ
リ
ス
氏
同
志
社
二
寄
附
ス
。

ニ
、
設
立
年
次
明
治
二
三
年
一
0
月
一
日
授
業
ヲ

開
始
ス
。

三
、
沿
革
、
程
度
学
科
ヲ
ニ
部
二
分
ツ
。
純
正
理

科
部
卜
応
用
理
科
部
ト
ス
。
純
正
理
科
部
ハ
化

学
ヲ
中
心
ト
セ
リ
。
応
用
理
科
部
ハ
陶
磁
器
科

ナ
リ
キ
。
純
正
理
科
部
入
学
一
一
ハ
同
志
社
普
通

学
校
ノ
卒
業
生
或
ハ
之
卜
同
等
ノ
学
カ
ア
ル
者

ヲ
許
セ
リ
。
応
用
理
科
部
ニ
ハ
尋
常
中
学
校
卒

業
生
或
ハ
之
卜
同
等
ノ
学
カ
ア
ル
者
ヲ
許
セ

り
。
明
治
二
五
年
応
用
理
翻
二
於
テ
陶
磁
器

科
ヲ
廃
シ
、
薬
学
科
ヲ
設
置
ス
。
又
公
衆
ヨ
リ

分
析
ノ
依
頼
二
応
ズ
。

明
治
二
九
年
六
月
下
村
教
頭
辞
職
ス
。
翌
年
専

門
的
学
科
教
授
ヲ
全
廃
シ
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校

ノ
実
際
廃
止
ト
ナ
ル
。

四
、
設
立
当
時
ノ
教
職
員

校
長
小
崎
弘
道

ハ
リ
ス
理
科
学
校
大
学
部
卒
業
記
念

(
明
治
二
十
七
年
六
月
、
前
列
中
央
、
下
村
孝
大
郎
)
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晩
年
の
下
村
孝
太
郎

(
七
0
歳
こ
ろ
の
風
貌
を
う
つ
し
た
も
の
)

図
画
西
村
栄
治
郎

独
欝
嘱
託
ア
ル
ブ
レ
ク
ト

数
学
嘱
託
ワ
オ
ー
ク

五
、
出
身
中
主
ナ
ル
人
々
ノ
名

中
瀬
古
六
郎
、
則
ず
.
ロ
.
、
冨
.
m
.
京
都
大
学

講
師宅

駄
一
、
牢
.
ロ
.
理
学
博
士
、
東
京
大

学
教
授

鈴
木
達
治
、
理
学
士
、
横
浜
高
等
学
校
々

長加
藤
与
五
郎
、
理
学
博
士
、
東
京
高
等
工

業
学
校
教
授

」

佼
長
小
崎
弘
道
は
下
村
と
同
じ
く
熊
本
バ
ン
ド
の

一
人
で
あ
り
、
神
学
者
、
の
ち
に
第
二
代
伺
志
社
社

長
。
神
学
者
が
理
科
学
校
の
校
長
と
い
う
の
は
お
か

し
い
が
、
校
長
と
は
い
わ
ぱ
学
長
で
、
教
頭
が
学
部

長
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
化
学
教
授
は
下
村
だ

け
で
あ
り
、
化
学
の
大
半
の
講
義
と
卒
論
指
導
を
お

こ
な
っ
九
。
「
原
理
化
学
」
「
高
等
無
機
化
学
」
「
有

機
化
学
講
義
録
」
な
ど
、
か
な
り
大
部
の
毛
筆
タ
テ

書
き
の
講
義
ノ
ー
ト
が
の
こ
っ
て
い
る
。
格
魯
經
母

(
ク
0
厶
)
、
莫
利
貌
垤
紐
母
(
モ
リ
ブ
デ
ン
)
な
ど
『
舎

密
開
宗
』
的
な
用
栗
使
わ
れ
て
い
る
。
陶
磁
器
科

は
、
山
寺
容
麿
が
一
年
足
ら
ず
で
辞
任
し
、
東
京
高

教
頭
葱
化
学
教
授
バ
チ
ロ
ル
・
オ
フ
・
サ
イ

エ
ン
ス
下
村
孝
太
郎

生
理
学
教
授
ド
ク
ト
ル
・
オ
フ
・
メ
デ
シ
ン

児
書
嘉

物
理
学
及
ビ
独
逸
胎
教
授
栗
生
モ
讓

植
物
学
派
論
教
授
バ
チ
ロ
ル
・
オ
フ
・
ア

ー
ツ
服
部
他
之
助

陶
磁
器
科
教
授
工
学
士
山
寺
容
麿
、
後
飛

鳥
井
孝
太
郎

薬
学
科
教
授
薬
学
士
小
野
課
、
須
田
勝
三

良
に
し
貢

改
年
日
に

種
虹
来
業

品
治
、
事

の
明
後
鉄

ス
(
職
製

ク
型
大
が

一
模
次
法

コ
の
2
方

産
炉
第
の

国
造

化
学
助
手
中
瀬
古
六
郎

等
工
業
出
身
の
飛
鳥
井
孝
太
郎
が
そ
の
後
任
と
な
っ

て
き
た
。
京
都
の
陶
磁
器
職
工
を
や
と
っ
て
実
習
に

あ
た
ら
せ
た
が
、
学
生
が
集
ま
ら
ず
、
明
治
二
五
年

に
廃
止
し
た
。
咋
今
の
陶
芸
ブ
ー
ム
を
思
う
と
今
昔

の
祭
あ
る
が
、
京
都
に
お
け
る
陶
磁
器
教
育
の
は

し
り
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
築
い
た

炉
に
よ
っ
て
石
炭
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
た
が
、
こ
れ
も

京
部
に
お
け
る
石
炭
ガ
ス
製
造
の
初
め
で
あ
り
、
後

た
許
米
し

の
特
た
献

郎

め下村が発明した人造無煙炭製
を得た)

人技師たちの勧告で、再び下村
こといわれる



年
の
下
村
の
鑾
に
も
重
大
な
か
か
わ
り
を
も
つ
。

ハ
リ
ス
理
科
学
校
の
廃
止
は
、
教
頭
下
村
の
酔
任

に
よ
っ
て
決
定
的
な
も
の
に
な
っ
九
。
教
育
界
に
身

を
お
き
、
一
生
を
有
機
化
学
の
研
究
者
と
し
て
終
わ

る
つ
も
り
で
あ
っ
九
と
い
う
下
村
(
こ
の
こ
と
は
、

ハ

リ
ス
理
科
学
校
出
身
の
主
な
人
物
と
し
て
、
教
職
者
だ
け
を
あ

げ
て
い
る
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
J
 
の
辞
任
は
、
寄

附
村
為
に
関
し
て
同
志
社
理
事
念
見
が
合
わ
な
か

つ
九
た
め
で
あ
る
。
す
で
に
新
島
亡
き
同
志
社
に

は
、
下
村
を
引
き
と
め
る
強
い
き
ず
な
も
な
か
っ
た

と
み
え
る
。
ハ
リ
ス
も
ま
九
明
治
二
九
年
に
死
去
し

九
。
日
本
の
科
学
技
術
教
育
政
策
は
、
官
僚
的
な
ド

イ
ツ
を
範
と
し
て
、
そ
れ
に
輪
を
か
け
た
官
僚
性
を

発
揮
し
、
政
府
が
私
学
の
科
学
教
育
を
援
助
し
九
の

は
、
よ
う
や
く
第
二
次
大
戦
後
で
あ
る
。
ハ
リ
ス
理

科
学
校
が
磊
す
る
た
め
に
は
、
第
二
、
第
三
の
ハ

リ
ス
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
0

同
志
社
を
辞
任
し
た
下
村
は
、
外
国
教
育
の
学
歴

で
は
希
望
す
る
学
校
に
就
職
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

ろ
う
と
考
え
、
当
時
興
隆
の
き
ざ
し
の
み
ぇ
始
め
た

工
業
界
入
り
を
決
意
す
る
。
こ
の
と
き
次
の
四
力
条

を
自
戒
の
鉄
則
と
し
た
。
一
、
自
分
の
従
事
す
る
工

誓
有
機
化
学
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
、
人
の
真
似
を
せ
ず
、
わ
が
国
に
こ
れ
ま
で
な
い

新
し
い
事
業
で
あ
る
こ
と
。
三
、
な
る
べ
く
他
人
の

範
囲
に
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。
四
、
理
論
と
実
地
は

合
致
す
べ
き
も
の
と
確
信
し
て
い
る
か
ら
、
工
場
経

験
が
な
く
と
も
、
こ
の
際
自
ら
責
任
を
負
っ
て
工
場

を
建
設
す
る
こ
と
。

こ
の
結
果
下
村
が
選
ん
だ
の
は
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
、

ア
ン
モ
ニ
ア
、
ガ
ス
な
ど
の
副
産
物
を
回
収
す
る
石

炭
乾
留
事
業
で
あ
っ
九
。
こ
れ
は
世
界
的
に
も
始
ま

つ
た
ぱ
か
り
の
事
業
で
あ
っ
九
。
成
敗
が
す
べ
て
を

決
す
る
工
業
界
で
は
絶
対
に
失
敗
は
で
き
な
い
と
深

く
期
す
る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
下
村
は
、
こ
の
た
め
明

治
二
九
年
か
ら
三
0
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ

ー
ロ
ッ
バ
の
副
産
物
回
収
式
炉
を
視
察
し
、
セ
メ

ソ
ル
ヴ
ェ
ー
式
の
一
六
炉
一
連
の
炉
を
建
設
し
て
、

1

ー
ー
ー
ー

晶
哥
起
予

下
村
孝
太
郎
自
筆
草
稿
「
化
学
工
学
L

(
明
治
三
六
年
一
月
超
草
)

゛
ー
ー

岡

大
阪
舎
密
工
業
株
式
会
社
を
創
立
し
九
の
は
明
治
三

一
年
三
月
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年
に
大
阪
造
幣
寮

で
コ
ー
ウ
ス
製
造
が
始
ま
っ
て
以
来
、
副
産
物
回
収

コ
ー
ク
ス
製
造
炉
と
し
て
日
本
最
初
の
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
と
き
、
も
し
築
造
が
不
完
全
で
あ
れ
ば
、

試
運
誓
際
し
て
爆
発
す
る
危
険
が
あ
り
、
助
手
一

名
と
共
に
文
字
通
り
死
を
覚
悟
し
て
点
火
し
た
と
い

う
。
こ
の
炉
は
解
体
さ
れ
る
ま
で
三
三
年
間
、
問
断

な
く
動
き
つ
づ
け
九
。
明
治
三
六
年
、
八
幡
製
鉄
所

長
官
中
村
雄
次
郎
が
視
察
に
き
て
好
成
績
を
み
と

め
、
製
鉄
所
に
一
五
0
炉
を
建
設
す
る
こ
と
を
下
村

に
依
頼
し
た
。

先
に
の
べ
た
ハ
リ
ス
理
科
学
校
で
の
下
村
倫
義

ノ
ー
ト
と
共
に
、
「
化
学
工
学
」
と
題
す
る
草
稿
(
毛

筆
タ
テ
害
き
、
ハ
ハ
葉
)
が
み
つ
か
っ
九
。
表
紙
に
は
明

治
三
六
年
一
月
起
草
と
あ
り
、
本
文
上
欄
に
加
筆
の

日
付
ら
し
い
も
の
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
七
剣

ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。
泰
表
に
「
化
学
工
学
ハ
大

操
作
ヲ
執
行
ス
ル
時
二
生
ス
ル
所
ノ
化
学
反
応
ヲ
利

用
ス
ル
ノ
目
的
二
適
合
ス
ル
所
ノ
装
置
ノ
誓
及
其

装
置
ノ
維
持
修
繕
ノ
法
ヲ
示
ス
ヲ
以
テ
主
眼
ト
ス
」

と
み
ぇ
る
。
少
し
分
り
に
く
い
文
章
だ
が
、
ま
さ
に

化
学
工
学
に
ち
が
い
な
い
。
明
治
三
六
年
と
い
え
ぱ

下
村
は
コ
ー
ク
ス
炉
に
打
ち
込
ん
で
い
た
時
期
で
、

ム
ー
●

T

ー
キ
;
ー
ー
ー
、
゛

瑩
芋

9

气
、

'三、
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講
義
ノ
ー
ト
と
も
思
わ
れ
す
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
草

稿
を
か
い
た
か
判
明
し
な
い
。
下
村
家
に
は
、
デ
ィ

ヴ
ィ
ス
著
『
ケ
ミ
カ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
』

(
一
九
0
一
年
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
刊
、
二
巻
本
)
が
の
こ
っ
て

お
り
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
て
製
本
し
直
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
コ
ー
ク
ス
炉
建
設
の
苦
心
が
、
下
村
に

化
学
工
学
書
を
翻
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ

力
で
化
学
工
学
を
専
攻
す
る
学
生
が
現
れ
た
の
が
世

界
で
最
も
早
く
て
、
一
九
0
五
年
だ
っ
九
と
い
わ
れ

る
か
ら
、
明
治
三
六
年
(
一
九
0
三
年
)
に
化
学
工
学
の

草
稿
を
か
い
た
下
村
に
は
、
や
は
り
先
覚
者
の
面
目

が
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
化
学
工
学
と
い
う
現
代
的

呼
称
を
よ
く
ぞ
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
籾

め
は
舎
密
工
学
と
か
き
、
そ
の
上
に
貼
紙
を
し
て
化

学
工
学
と
か
き
直
し
て
は
い
る
。
た
だ
し
本
文
は
す

べ
て
化
学
工
学
と
あ
る
。

コ
ー
ク
ス
炉
が
順
凋
に
す
べ
り
だ
す
と
、
下
村
は

タ
ー
ル
蒸
留
、
ガ
ス
、
木
材
防
腐
剤
、
コ
ー
ク
ス
の

品
質
改
良
な
ど
の
関
連
事
業
に
手
を
染
め
た
が
、
有

機
化
学
者
と
し
て
は
、
当
然
、
合
成
染
料
の
製
造
が

九
え
ず
脳
裡
に
あ
っ
光
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
機

会
は
第
一
次
大
戦
尖
正
三
年
、
一
九
一
四
年
)
と
共
に

や
っ
て
き
た
。
輸
入
杜
絶
に
そ
な
え
て
染
料
の
自
給

を
所
勝
太
郎
か
ら
謂
さ
れ
た
下
村
は
、
こ
の
夏

自
宅
で
ナ
フ
タ
リ
ン
染
料
の
実
験
中
、
爆
発
の
た
め

に
混
酸
を
浴
び
、
ほ
と
ん
ど
失
明
に
近
い
重
傷
を
負

つ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
屈
せ
ず
、
硫
化
染
料
や
ア

ニ
リ
ン
な
ど
の
製
造
に
成
功
し
九
が
、
こ
れ
ら
は
日

本
に
お
け
る
合
成
染
料
の
工
業
的
製
造
の
最
初
と
い

わ
れ
る
。
そ
し
て
大
正
五
年
に
創
立
*
れ
た
国
策
会

社
、
日
本
染
料
株
式
会
社
の
技
師
長
に
、
眼
の
不
自

由
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
語
も
だ
し
が
た
く
就
任
し

七
種
の
染
料
を
本
柘
的
に
製
造
し
た
。

や
む
な
く
工
業
界
に
転
出
し
た
と
は
い
え
、
情
勢

判
断
と
決
断
の
早
さ
も
あ
っ
た
。
財
政
的
に
窮
屈
な

伺
志
社
に
と
ど
ま
っ
九
と
し
て
も
、
か
れ
の
望
む
有

機
化
学
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
研
究
が
で
き
九
か
ど
ぅ
か

は
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
三
五
歳
と
い
う
若
さ
で
揺

籠
期
の
化
学
工
業
界
に
と
び
こ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
存

分
に
仕
事
が
で
き
、
犬
き
な
成
功
を
収
め
九
と
い
え

よ
う
。
し
か
し
同
志
社
と
の
縁
は
切
れ
て
お
ら
ず
、

工
業
界
に
在
籍
の
ま
ま
明
治
三
六
年
か
ら
三
年
間
、

第
六
代
同
志
社
社
長
を
つ
と
め
、
そ
れ
ま
で
に
も
臨

時
社
長
を
二
回
つ
と
め
て
い
る
。
た
ん
な
る
化
学
工

業
家
で
な
か
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
同
志
社

人
ら
し
い
面
目
は
、
た
と
え
ば
工
学
博
士
下
村
孝
太

郎
著
『
我
が
宗
教
観
』
(
四
0
0
頁
昭
和
八
怨
と
い

う
著
書
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
英
文
壽
を
よ
く

し
九
著
者
の
壽
、
ン
ご
§
ヨ
0
{
↓
ず
§
Z
与
詰

翁
四
0
9
打
)
は
、
哲
学
、
科
学
を
へ
て
宗
教
に
い
た

る
著
者
の
斑
を
球
徴
的
飯
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

晩
年
は
心
霊
現
象
の
研
究
に
ふ
け
る
の
を
楽
し
み
と

し
た
と
い
、
つ
0

,
¥

(
大
学
工
学
部
教
授
・
科
学
史
)

(
附
記
)
こ
の
た
び
下
村
孝
太
郎
先
生
の
令
息
孝

次
氏
よ
り
、
先
生
ゆ
か
り
の
貴
重
な
資
料
と
蔵
書
と

が
同
志
社
に
寄
贈
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
新
資
料
を
で

き
る
だ
け
紹
介
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
が
、
執
筆
に

際
し
て
下
村
孝
次
氏
か
ら
さ
ら
に
珍
し
い
資
料
を
提

供
し
て
い
九
だ
き
、
御
教
示
を
う
け
た
。
ま
九
青
木

正
太
郎
、
松
井
全
、
馬
淵
吉
倫
の
諸
氏
か
ら
も
便
宜

を
与
え
ら
れ
九
。
あ
わ
せ
て
厚
く
御
礼
由
し
上
げ

る
。
な
お
工
学
部
山
田
忠
男
教
授
に
は
、
「
下
村
孝

太
郎
先
生
の
こ
と
」
と
い
う
酒
脱
な
エ
ッ
セ
ー
(
『
洛

味
伽
第
二
六
三
集
所
城
)
が
あ
る
こ
と
を
つ
け
加
え

て
お
く
0

*

*
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